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嘉麻市消防団 第２回本部会議 

日 時：令和８年６月２５日（木）１９時００分 

場 所：嘉麻市役所本庁舎「防災対策室」 

 

・ 団長あいさつ 

  連日行われている消防操法大会の訓練には、嘉麻分署員、各分団長以下団員の皆様にご迷惑をおかけ

しておりますが、大会が実施される９月まで、どうかご協力をお願いします。 

 

・ 嘉麻分署長あいさつ 

  消防操法大会の訓練について、今はチームの完成度を高めるために個別訓練を徹底しています。 

  本番で最高の結果が出るように、消防職員が一丸となってサポートします。 

 

１ 確認事項 

  ～はじめに～ 

  本年に入り、入団後１年未満の嘉麻市消防団員が逮捕される事案が発生しました。 

 

  消防団員募集は、事務局から団員の皆様に勧誘をお願いしているところですが、人選については、必ず幹

部が新入団員の人物を把握した上で、入団を認められる人物について入団推薦書を作成し、 

確実に分団長の署名 

  をもらった上で、事務局に入団推薦書の提出をお願いいたします。 

 

 これは、改めて分団長の任命責任を明らかにし、消防団としての管理能力を求めるものです。 

 

  地域の特性上、団員に馴染みのある人物を勧誘することはよくあることで問題ではありません。 

 

  必要なのは、入団後に地域を守る消防団員として必要な社会人としての倫理観の教育です。 

 

  新入団員に対して幹部の皆様は、現場活動に必要な知識や能力を身に付けさせることと合わせて、組織

が社会人教育の場であることを踏まえた指導をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）消防操法訓練について 

６月１日より、飯塚消防署嘉麻分署・同岩崎出張所の皆様によるご指導及び各分団からの支援の下、

飛松監督以下選手８名は、９月６日に行われる第２８回福岡県消防操法大会に出場するため、日々訓

練に励み、汗を流しているところです。 

かねてより、各分団には当番制で訓練の応援に従事していただいているところでありますが、応援の参

加にあたり、事務局から改めてお願いいたします。 

 

訓 練 日 毎週(月)(水)(金)７月２０日（月）は祝日のため、訓練なし（６分団が担当・当番表はそのまま） 

集合時刻 １８時５０分 

服 装 上下活動服・アポロキャップ・運動靴・手袋 

人 数 各分団合計１５名で調整してください。 

駐 車 場 庁舎から横断歩道を渡った先の駐車場をご利用下さい。移動の際は、横断歩道を通ること  

を徹底して下さい。 

そ の 他 ホース巻き機（タコマン）の持参をお願いいたします。 

          雨天の際は、ホールと車庫で個別訓練を行います。大雨警報発生時は訓練中止とします。 

（分団長）訓練中止の連絡は何時頃にもらえるのか。 

（事務局）気象庁が出す警報のタイミングによって決定します。 

      また、警報までに至らない状況でも、嘉麻分署と協議の上、中止になることがあるかもしれません。 

      申し訳ありませんが、現状、何時までに連絡できるという話ではありません。 

 

（２）飯塚地区消防連絡協議会消防操法大会激励会について 

参加者：分団長以上 

開催日：令和８年８月２１日（金） 

飯塚市・飯塚地区消防連絡協議会激励会 

１８時３０分開始（飯塚市役所） 

  （飯塚市・終了予定時刻１９時１０分ごろ） 

～移動～ 

  嘉麻市・飯塚地区消防連絡協議会激励会 

２０時００分開始（嘉麻市役所碓井総合支所）        

  （開始時刻は移動時間により早まる可能性があります） 

 

〈当日について〉・・・応援は第４分団 

 〇監督（飛松副団長）を除く分団長以上の方 

   集合場所 嘉麻市役所碓井総合支所職員駐車場（操法応援時に使用する駐車場） 

   集合時刻 １７時４５分（都合が付かない方は事務局へご相談ください） 

   服 装 アポロキャップ、上下活動服、運動靴、白手袋 

→飯塚市消防団の激励会終了後、嘉麻市消防団激励会会場へ転進します。 

   

●監督以下選手団 

通常の訓練開始時刻に集合・通し訓練に従事していただきます。 

激励会の流れについては、別紙のとおりとします。 
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（３）水防計画について・・・別紙「令和８年度嘉麻市水防計画」参照 

○水防時の消防団の参集について/ P.5～P.8 及び別紙「配備ごとの消防団参集」を参照。 

・警報が発表され、被害の発生が予想されるとき、正副団長は本庁舎に参集。 

・分団長は、団本部から出動要請を受けた場合、各庁舎に詰め、分隊長に指示を出す。 

※状況によっては、団本部から分隊長に直接指示を出す場合もあります。 

（分団長待機場所） 

第１分団長  山田総合支所市民サービス課 第２、３分団長 本庁舎４階防災対策課 

第４分団長  碓井総合支所市民サービス課 第５、６、７分団長 嘉穂総合支所市民サービス課 

 

参考事項 

本年より、地震発生時時における配備基準が変更となりました。 

注意配備（防災対策課職員のみ該当）→（新）震度４（旧震度３） 

警戒配備（消防団員が該当）→（新）震度５弱（旧震度４） 

第１配備（同上）→（新）震度５強（旧震度５弱） 

第２配備（同上）→（新）震度６弱（旧震度５強） 

第３配備（同上）→（新）震度６強（旧震度６弱） 

 

 

 

○水防団（消防団）の活動 

・エリアメール、まもるくん、防災行政無線等で災害情報の収集に努めてください。 

・大雨洪水警報等が発表され、被害の発生が予想される場合、必要に応じて河川巡視等情報収集活動

のために消防団の出動があります。ただし、出水時に河川等の異常がみられ、命の危険を感じたらすぐ

に自主避難を行ってください。※巡回及び警戒については P.35 を参照。 

・高齢者等避難、避難指示により、配備体制が敷かれた場合は、団本部の指示で消防車を使うなどし、

市民の避難誘導（広報活動等）を行ってください。※水防作業、水防工法は、P.36～P.40 を参照。 

・水防作業時は安全確保のため、基本的に活動服・ヘルメット・編上靴・革手袋を着用します。 

 

 

○自主防災組織等からの出動要請について 

（平時に災害予防等の目的で出動依頼があった場合） → 防災対策課へ一報を。 

（災害等の緊急時の要請があった場合） → 現場の分隊長等で適宜判断。事後防災対策課に報告。 

災害時フロー図１～６を参考に出動してください。 

 

○消防団員の水防時の退避目安 

１．水防活動の重点事項 

・被災の恐れのある地域では避難誘導を優先 

・水防活動に従事する消防団員の安全確保 

・被災の現場対応ではなく、被災者の安全確保を優先 

・管轄地から近い開設中の避難所の把握 

２．退避目安 

・大雨特別警報が発令されたとき 

・当該地区に土砂災害警戒情報が発令されたとき 

・近くの河川が氾濫危険水位（洪水警報）に達したとき 

・管轄分団長が現場での活動は不可能だと判断したとき 

※避難目安に達してない場合でも、命の危険を感じたらすぐに自主避難を行ってください。 

３．その他 

・地元分隊の管轄内で災害に巻き込まれたことのある地区、また被災する可能性がある地区について

は、早い段階から避難誘導をお願いいたします。 

・災害対応時などにおいて、現場で判断しかねる事案が発生した場合は、分団長に報告し、正副団長に

判断を仰いでください。 

 

 

 

 

○救命ボートの配置場所について 

山田１艇＝山田防災センター 稲築１艇＝本庁舎車庫 

碓井１艇＝本部分団格納庫 嘉穂１艇＝嘉穂総合支所車庫 

※救命胴衣を 1 艇につき３着配備しております。 

 ※各救命ボートの点検について 

山田の救命ボートは第１分団上山田分隊、稲築の救命ボートは第２分団岩崎分隊、碓井の救命ボートは

第４分団上臼井分隊、嘉穂の救命ボートは第５分団大隈町分隊が、出水期前、年に一度は点検を実施し、

空気の確認等を行う。 

救命ボートが不足する事案が発生した場合は、事務局に連絡し、正副団長が他の地区の艇を回すなどの

判断を行うこととします。 

 

 

（４）備蓄土嚢の数量について 

第１分団 上山田分隊：63 袋 下山田分隊：58 袋 熊ヶ畑分隊：54 袋 大橋分隊：108 袋 

第２分団 山 野 分 隊：50 袋 岩 崎 分 隊：50 袋 口 春 分 隊：50 袋 漆生分隊：50 袋 

第３分団 鴨 生 分 隊：200 袋 平分隊・鴨生町分隊：300 袋 

第４分団 上臼井分隊：60 袋 飯 田 分 隊：60 袋 下臼井分隊：60 袋 

第５分団 大隈町分隊：295 袋 中 益 分 隊：200 袋 牛 隈 分 隊：40 袋 

第６分団 宮 吉 分 隊：170 袋 桑 野 分 隊：240 袋 馬 見 分 隊：270 袋 椎木分隊：440 袋 

第７分団 千 手 分 隊：150 袋 九郎原分隊：70 袋 泉河内分隊：80 袋 

 

 

 

（５）活動時における熱中症対策について 

令和６年度より熱中症特別警戒アラートの運用が開始しております。 

訓練や出動時は水分補給や塩分補給を十分におこない、団員の熱中症対策を行ってください。 
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（６）嘉麻市消防団中継訓練について 

  本年は、嘉麻市消防団の全体訓練として、実際の火災現場を想定し、 

〇 分団ごとでの中継訓練 

を実施します。 

開催日時 １０月中旬ごろを検討 

実施場所 遠賀川河川敷（道の駅うすい北側河川） 

大会形式で実施はしないものの、 

〇相互の能力を高めるため、自身が所属する分団以外の活動を見学する 

〇分団ごとの技術や連携を披露する 

ことによって、団員に日頃の訓練から意識を高く持つよう促すことが目的の訓練となります。 

 

２ その他 

（１）消防車ポンプ及び小型動力ポンプの点検について 

消防車ポンプ及び小型動力ポンプの点検を行います。分団及び分隊内で調整し、概ね２名の団員出動に

ご協力をお願いいたします。 

 

日 程：令和８年１０月６日（火）及び７日（水） 日時は以下のとおり 

場 所：遠賀川河川敷（道の駅うすい北側河川） 

服 装：活動服、ヘルメット、革手袋、編上靴 ※雨衣は必要に応じて着用 

備 考：１０分前を目途に、点検会場へ直接参集してください。少雨の場合は予定通り実施しますが、災害

等が発生もしくは発生する恐れがある場合は延期します。延期の連絡は事務局から分団長へ行

います。 

 

１０月６日（火） 

時間 分団名 分隊名/ポンプ種別 分隊名/ポンプ種別 

９：００～１０：３０ 
第４分団 上臼井分隊/消防車ポンプ 飯田分隊/消防車ポンプ 

第７分団 九郎原分隊/小型動力ポンプ３台（九郎原・才田・芥田） 

１０：３０～１２：００ 
第４分団 下臼井分隊/消防車ポンプ 

第７分団 千手分隊/消防車ポンプ・小型動力ポンプ２台（長野・平迫） 

１３：００～１４：３０ 

本部分団 本部分団/小型動力ポンプ 

第５分団 大隈町分隊/消防車ポンプ・小型動力ポンプ（上牛隈） 

第５分団 中益分隊/小型動力ポンプ 牛隈分隊/消防車ポンプ 

１４：３０～１７：００ 

第３分団 鴨生分隊/消防車ポンプ 平分隊/消防車ポンプ 

第３分団 鴨生町分隊/小型動力ポンプ 

第７分団 泉河内分隊/小型動力ポンプ４台（泉河内・東畑・西野・西部） 

 

１０月７日（水） 

時間 分団名 分隊名/ポンプ種別 分隊名/ポンプ種別 

９：００～１０：３０ 
第２分団 山野分隊/消防車ポンプ 岩崎分隊/消防車ポンプ 

第６分団 馬見分隊/小型動力ポンプ３台（西馬見・東馬見２台） 

１０：３０～１２：００ 

第２分団 口春分隊/小型動力ポンプ 漆生分隊/消防車ポンプ 

第６分団 馬見分隊/消防車ポンプ 

第６分団 椎木分隊/小型動力ポンプ２台（椎木・屛下） 

１３：００～１４：３０ 
第１分団 上山田分隊/消防車ポンプ 下山田分隊/消防車ポンプ 

第６分団 桑野分隊/小型動力ポンプ３台（桑野・山瀬川・神有） 

１４：３０～１６：００ 
第１分団 熊ヶ畑分隊/消防車ポンプ 大橋分隊/小型動力ポンプ 

第６分団 宮吉分隊/消防車ポンプ・小型動力ポンプ２台（小野谷・上） 

班所有の小型動力ポンプについて 

当日は自家用車に小型動力ポンプと加えて以下の必要物品を積載の上、点検会場までご持参ください。 

１．必 要 物 品 消防ホース１本、筒先１本、吸管１本 

２．そ の 他 点検後は小型動力ポンプより放水できなかった水がもれてくるため、軽トラでの持参が

好ましいです。また、小型動力ポンプの近くには濡れたら困るものは置かず、必要に応

じてタオルやブルーシートなどで車内防水を行ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

※車両のバッテリーを交換する案件が、昨年から続いております。 

定例訓練の際には、エンジンをかけるだけでなく、水利の確認調査等を実施するなどして、車両の走行距

離を延ばして、少しでもバッテリーが長持ちするように心がけて下さい。 

 

（２）嘉麻市避難行動要支援者名簿について 

本部分団及び第２、３分団は本庁舎４階防災対策課にて、それ以外の分団は各総合支所にて保管してお

ります。分団長より個人情報の取扱いに関する承諾書に記名いただくことで団員へ必要に応じて閲覧でき

ることを周知お願いいたします。 

 

 

次回本部会議  日時  令和８年９月中旬１９：００ 

          場所  嘉麻市役所本庁舎「防災対策室」 

☆ 点検会場 
（遠賀川河川敷） 

他の分団の通行の支障がな

い場所に駐車し、待機して

ください。 

碓井庁舎 


